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　平成 27 年 9 月 14 日から 10 月 15 日までの間にＡ県に所在する 202 か所の地域包括支援センターに配置
















































































































































































有効回答 51 名の社会福祉士の性別は，女性 66.7％，
男性が 33.3％であった．社会福祉士の年齢は，平均年齢

















年数の平均は 8.14 ± 5.8 年であり，5年以上 10 年未満が
31.8％，10 年以上 15 年未満が 29.8％，５年未満が 29.7％，
15 年以上が 9.9％となっている．現在の職場での経験年
数の平均年数は 3.84 ± 3.30 年であり，5年未満が 64.7％，













































均値は 12.62 ± 0.66 であり，「まだ大丈夫」の範囲である．
個人的達成感（6項目）の平均値は 14.00 ± 0.59 であり，
「注意」の範囲である．脱人格化（6項目）の平均値は


































































バーンアウト 第１因子 第２因子 第３因子
1　同僚や利用者の顔を見るのも嫌になることがあった .801 .037 .470
2 　自分の仕事がつまらなく思えて仕方のないことがあった .777 ―.235… .092
3 　こんな仕事、もうやめたと思うことがあった .730 ―.128 .026
4 　今の仕事は私にとってあまり意味がないと思うことがあった .695 ―.333 .175
5 　同僚や利用者と何も話したくなくなることがあった .626 ―.032 .299
6 　仕事の結果はどうでもよいと思うことがあった .517 ―.367 ―.011
7 　今の仕事に、心から喜びを感じることがあった ―.118 .861 ―.029
8 　この仕事は私の性分に合っていると思うことがあった ―.260 …….673 ―.072
9 　仕事を終えて今日は気持ちの良い日だったと思うことがあった ―.167 …….618 ―.108
10　我ながら仕事をうまくやり終えたと思うことがあった ―.035 …….566 ―.087
11　仕事が楽しくて知らないうちに時間が過ぎることがあった ―.140 …….561 …….478
12　身体も心も疲れ果てたと思うことがあった 　.221 ―.088 ….787
13　仕事のために心にゆとりがなくなったと感じることがあった 　.284 ―.005 …….682
14　一日の仕事が終わるとやっと終わったと感じることがあった 　.055 ―.138 …….584











個人的達成感 社会福祉士の年代 平均値 度数 有意水準
20 歳代 12.2857 … 7 .031
30 歳代 11.0000 25
40 歳代 13.3000 10
50 歳代 17.0000 … 4




























対処スタイル 第 1因子 第 2因子 第 3因子 第 4因子 第 5因子 第 6因子 第 7因子 第 8因子 第 9因子
何とかなるだろうとくよくよしなかった .817 ―.153 ―.080 .048 ―.204 .104 .007 .081 ―.130
物事に動じないように自分を保った .737 .159 .206 .168 ―.144 ―.127 .045 ―.043 ―.052
自分にできるのはここまでだと納得した .721 ―.109 .004 ―.264 .285 ―.022 ―.071 ―.272 ―.061
物事をいいように解釈した .545 ―.173 ―.109 .276 .018 .136 .094 .062 .248
なるべく関わらないようにした ―.178 .805 ―.075 ―.315 ―.066 .027 .127 .332 .022
睡眠安定剤を常用した ―.110 .791 ―.044 .003 .059 .007 ―.090 ―.128 .234
うちにこもった ―.011 .572 .002 .215 ―.029 － .082 .031 .036 ―.082
相手と話し合って何とかしようとした ―.032 ―.059 .941 .238 .030 .034 ―.019 ―.055 .089
相手に対して説明し分かってもらおうとした .054 .039 .792 .224 .141 .048 .276 .113 ―.175
色々試して一番よい方法を探し出した .022 ―.039 .300 .776 ―.064 .056 .165 ―.045 ―.041
何が問題か分析した .250 .023 .310 .661 ―.022 .228 ―.071 ―.098 ―.030
ぼうっととりとめのない物思いにふけった ―.072 ―.030 .015 ―.085 .742 .052 .003 .088 .003
不満や愚痴を誰かに話した ―.074 .238 .013 .502 .593 ―.127 .209 ―.070 ―.171
スポーツやグループ活動に熱中した ―.019 ―.344 .287 ―.018 .536 .021 .063 .394 .200
本を読んだり講演会を参考にして勉強した ―.066 .050 ―.013 .111 ―.043 .958 .067 .085 .034
過去の経験に照らし合わせてみた .147 ―.179 .133 .155 .165 .504 .104 ―.332 ―.063
感情を抑えてじっと耐え我慢した .123 .494 .144 ―.124 ―.048 .418 ―.138 .185 .066
その場で感情を率直に表出した .043 ―.017 .104 .091 .189 .040 .874 ―.034 .260
他人の意見を聞いて参考にした .025 ―.037 .421 .142 ―.302 .114 .523 .195 ―.189
煙草や酒などで気分を紛らわした ―.025 .112 .048 ―.078 .146 .024 .036 .714 .182
その場から早く立ち去った ―.096 .098 ―.096 .046 .033 ―.117 ―.085 .274 .622
宗教的なものをよりどころにした .014 .031 .021 ―.105 ―.023 .097 .216 .014 .493







































































































脱人格化 ―.167 .040 ―.112 ―.349* ….371* ―.109 ―.161 ―.012 ―.039
個人的達成感 ―.044 .195 …….179 …….410** ….107 …….129 …….311* …….229 …….356*
情緒的消耗感 ―.268 .440** …….116 …….000 ….432** ―.037 …….062 …….241 ―.030


























































































































平成 27 年 9 月 14 日から 10 月 15 日までの約 1か月の
調査期間を設け，A県に所在する 202 か所の地域包括
支援センターに配置されている 404 名の社会福祉士を対
象とし，無記名の自記式質問紙調査を郵送法にて送付し
た．有効回答者は 51 名であった．
結論を述べる．
①　「色々な方法を試してみて一番良い方法を探し出し
た」「何が問題かを分析してみた」という『問題解
決型』対処スタイルをとることは，「同僚や利用者
の顔を見るのも嫌になることがあった」「自分の仕
事がつまらなく思えて仕方のないことがあった」「こ
んな仕事，もうやめたと思った」「今の仕事は，私
にとってあまり意味がないと思うことがあった」「同
僚や利用者と何も話したくなることがあった」「仕
事の結果はどうでもよいと思うことがあった」とい
う『脱人格化』の得点が低くなる．
②　「色々な方法を試してみて一番良い方法を探し出し
た」「何が問題かを分析してみた」という『問題解
決型』対処スタイルと，「その場から早く立ち去った」
「宗教的なものをよりどころにした」という『信仰
による心の支え型対処スタイル』をとることは，「今
の仕事に心から喜びを感じることがあった」「この
仕事は私の性分に合っている」「仕事を終えて今日
は気持ちの良い日だったと思うことがあった」「我
ながら仕事をうまくやり終えたと思うことがある」
「仕事が楽しくて，知らないうちに時間が過ぎるこ
とがあった」という『個人的達成感』の得点が高く
なる．つまり，ストレッサーに対して直接的に対応
しようとしたりする姿勢を持つことや信念を持つこ
とは，職業に対するコミットメントを高めるといえ
る．
③　「ぼうっとしてとりとめのない物思いにふけった」
「不満や愚痴を誰かに話した」「スポーツや趣味・
グループ活動に熱中していやなことを忘れた」とい
う『コミュニケーションによる発散型』対処スタイ
ルをとることは，『脱人格化』および『情緒的消耗感』
の得点が高くなる．つまり，ストレッサー自体に対
して直接対決しようとする姿勢がない場合は，燃え
尽きることにつながるといえる．
④　「なるべく関わらないようにした」「睡眠安定剤を
常用した」「うちにこもった」という『ストレス抑
制型』対処スタイルと，「ぼうっとしてとりとめの
ない物思いにふけった」「不満や愚痴を誰かに話し
た」「スポーツや趣味・グループ活動に熱中してい
やなことを忘れた」という『コミュニケーションに
よる発散型』対処スタイルをとることは，「身体も
心も疲れ果てたと思うことがあった」「仕事のため
に心にゆとりがなくなった」「一日の仕事が終わる
とやっと終わったと感じることがあった」という『情
緒的消耗感』の得点が高くなる．つまり，ストレッ
サーと直接対峙しない姿勢を持つことは，情緒的消
耗感を高めてしまうといえる．
本研究の限界は，有効回答率が低かった点である．原
因はよくわからないが，バーンアウトやストレッサーな
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ど，仕事に対する感情について問う質問紙であったため，
回答することに多少の不安があったとも考えられる．ま
た，本調査は，A県という限定された地域での調査で
あるというバイアスがかかっていることも限界点の一つ
であるといえる．今後は，本調査を基礎的研究として，
全国に対象を広げた発展的研究を実施したいと考える．
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